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2025年度 日本動物行動学会賞ならびに日本動物行動学会日高賞公募に関する公示 

 

2025年 4月 15日 
日本動物行動学会 会長 中田兼介 

 

 日本動物行動学会賞は、現在の動物行動学分野における顕著な業績を、研究実施者のキャリア

を問わず表彰することにより、動物行動学の一層の活性化を図ることを目的に設けられました。

賞の対象は、研究者個人の全業績ではなく、１つの内容と見なせる良くまとまった３編までの論

文からなる業績が対象です。対象業績は、原則過去 5 年以内に学術誌などに公表されたものとしま

すが、出産、育児、介護、病気休職、研究職ではない職への従事などの理由により、研究中断期間

があった場合は原則の例外として取り扱うことがあります。この扱いを希望される場合、推薦理由

書の中で理由を添えて説明してください（例外とするかどうかは審査委員会の判断に委ねられます 

 対象区分は、（１）動物の行動に関する新たな現象の発見、（２）動物の行動に関する新たな理

論の構築あるいは既存の理論の発展、（３）動物の行動を研究する新たな方法の開発あるいは既存

の方法の改良、の３区分です。なお、区分（１）には、比較法（種間比較）でデータ解析をして

結論を導いた業績も含まれます。 

 

 日本動物行動学会日高賞は、動物行動学の普及など社会との橋渡しにおける顕著な業績を表彰

するものです。業績は、選考の時点で過去 10 年程度以内に学術誌や一般書、その他マス・メディ

アなどを通じて公表されたものなどを重視します。日高賞は、本学会の初代会長でもある故日高

敏隆氏が動物行動学の発展に果たした役割を記念して名付けられました。 

 両賞についての日本動物行動学会学会賞細則（2023年 10月 31日改訂）および過去の受賞者

については、当学会のウェブサイトをご覧ください。 

 

 つきましては、2025 年度の日本動物行動学会賞ならびに日本動物行動学会日高賞の候補者推薦を

以下のように受け付けます。日本動物行動学会員のみなさまに積極的な推薦を呼びかけるもので

す。日本動物行動学会では、過去に受賞されなかった方の再応募も受け付けております。関連あ

る新規の論文の追加や、応募書類の改訂を行い、積極的な再応募をお願いします。なお、日本動

物行動学会賞の推薦は自薦・他薦のいずれでもかまいませんが、日本動物行動学会日高賞の推薦は

他薦に限ります。 

 

推薦締め切り 2025 年 6 月 15 日 

受賞者決定 2025 年 8 月下旬  

授賞式 第 44 回日本動物行動学会大会にて 2025 年 11 月 22日（土）～24 日（月） 

 

推薦に必要な書類は以下の通りです。 

（１）推薦理由書（指定書式；日本動物行動学会賞 日本動物行動学会日高賞） 

（２）自薦の場合は応募者、他薦の場合は被推薦者の履歴書（様式自由） 

https://ethology.jp/日本動物行動学会について/
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（３-１）日本動物行動学会賞：受賞対象となる業績（３編以内）の別刷など業績内容を確認でき

るもの。なお、業績の中に連名のものが含まれるときは、応募についてあらかじめ共著者の

了解を得てください。 

（３-2）日本動物行動学会日高賞：審査対象となる業績は必ずしも有形のものとは限りませんが、

書籍等の有形のものが審査対象に含まれる場合には各１部提出してください。 

（４）被推薦者が推薦されることを承諾していることを示す書類（他薦の場合のみ） 

 推薦に必要な書類を、電子メールあるいは郵送で日本動物行動学会事務局（下記）までご提出

ください。郵送の場合は当日消印有効とします。 

 

推薦書類提出先：電子メール：office.of.jet(AT)gmail.com 

〒558-8585 大阪市住吉区杉本 3-3-138 

 大阪公立大学 大学院理学研究科 動物社会学研究室 

 日本動物行動学会事務局 安房田智司 

 

 

 

 

＜参考 日本動物行動学会学会賞細則 抜粋（応募関連項目のみ）＞ 

第２条 

１. 日本動物行動学会賞は、以下の各項目のいずれかにおける顕著な業績に対して、日本 

動物行動学会会員（以下、本学会員）に与える。業績は、選考の時点で原則として過

去５年以内に学術誌などに公表されたものとするが、研究中断期間があり、理由を添え

て申し出があった場合、業績対象期間の原則の例外として取り扱うことができる。 

（１）動物の行動に関する新たな現象の発見、（２）動物の行動に関する新たな理論の構築 

あるいは既存の理論の発展、（３）動物の行動を研究する新たな方法の開発あるいは既

存の方法の改良 

 

２. 日本動物行動学会日高賞は、動物行動学の普及など社会との橋渡しにおける顕著な業績

に対して、本学会員に与える。業績は、選考の時点で過去 10 年程度以内に学術誌や一

般書、その他マス・メディアなどを通じて公表されたものなどを重視する。 

第３条 

１. 日本動物行動学会賞の受賞者は、第２条第１項の各項目について、原則として毎年１名

以内とする。 

２.  日本動物行動学日高賞の受賞者は、原則として毎年１名以内とする。 

第４条 学会賞ならびに日高賞の受賞候補者は、本学会員により推薦された者の中から、日本

動物行動学会賞選考委員会（以下、選考委員会）が選考する。学会賞の推薦は自薦また

は他薦のいずれでもよい。日高賞の推薦は他薦に限る。推薦は定められた資料の提出を
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もってなされるものとし、推薦者は選考委員会の求めに応じて必要な資料を提出しなけ

ればならない。 

第５条 選考委員会は５名の選考委員で構成される。選考委員は、本学会員より運営委員会が

指名し、任期は２年とし、再任を妨げない。選考委員会の委員長は委員の互選により選

出する。 

第６条 選考委員会は、被推薦者の中から受賞候補者を定め、選考理由を付して運営委員 会

に報告する。受賞候補者がない場合も理由を付して運営委員会に報告する。受賞候補者

の決定は選考委員の合議によるが、十分に議論したにも関わらず選考委員の意見が分か

れた際には、選考委員の過半数の賛成により受賞候補者を決定する。 

第７条 選考委員が被推薦者となった場合、あるいは応募業績の共著者となっていることが明

らかとなった場合、選考委員から外れるものとする。また、選考委員は、学会賞ならび

に日高賞について推薦を行うことができない。 

第８条 受賞候補者は、運営委員会の承認により受賞者として決定される。 

第９条 授賞式は、原則として本学会大会にて行われるものとする。 


